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第２４期第２２回新居浜市農業委員会総会議事録 
 

１ 会議の日時及び場所 

（１）会議の日時 令和４年３月１８日（金曜日）１３：３０～１４：２０ 

（２）会議の場所 市庁舎５階 大会議室 

２ 会議に出欠席した委員数及び氏名等 

（１）農業委員 

       
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

 

 

 

（２）農地利用最適化推進委員  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）欠席委員   ５人 

   農業委員   第 ３ 番  藤 田 幸 正 

   推進委員   第 ２ 番  安 藤 育 雄 

推進委員   第 ５ 番  小 野 義 尚  

   推進委員   第 ７ 番    髙 橋 眞 次 

   推進委員   第 ８ 番  藤 田   隆 

 

第 １ 番     片 上 和 彦 

第 ２ 番   岡 田   充 

第 ４ 番   村 上 壽 一 

第 ５ 番    塩 見 敏 夫 

第 ６ 番   寺 尾 俊 行 

第 ７ 番    横 井 直 次 

第 ８ 番   藤 田 健太郎 

第 ９ 番      宇 野 賀津美 

第１０番   古 川 一 豊 

 

第１１番   髙 橋 征 三 

第１２番     小 野 春 雄 

第１３番     曽我部 英 敏 

第１４番   伊 藤 繁次郎 

第１５番   土 岐 若 水 

第１６番   伊 藤 愼 吾 

第１７番   渡 邊 勝 俊 

第１８番     松 木 ワカ子 

第１９番   山 口 三七夫 

 

第１０番   眞 鍋 哲 哉 

第１１番   竹 林 義 孝    

第１２番   池 田 辰 夫    

第１３番   髙 橋 秀 実 

第１４番   神 野 鉄 治 

第 １ 番   岡 田 悦 明 

第 ３ 番   加 藤 宏 司 

第 ４ 番   岩 崎 紀 生 

第 ６ 番   井 下 八 郎 

第 ９ 番   田 坂 健 次 
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３ 会議に出席した事務局職員 

      事 務 局 長  藤 田 和 則     主    幹   近  藤  明  美 
農 政 係 長  谷 口 恭 子   会計年度任用職員  齊 藤 麻 里 

      
 
４ 傍聴者     

   な し 

５ 議事日程    

議案第１号 令和４年度新居浜市農業委員会活動計画について 

議案第２号 令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価

と令和４年度最適化活動の目標の設定について 

議案第３号 農地法に定める下限面積（別段の面積）の設定について 

報告事項  令和３年度新居浜市農業委員会業務報告について 

 

                  ◇                      
   １３時３０分開会 

  

藤田事務局長         御起立ください。礼。御着席ください。 

総会に先立ちまして、委員の出席状況を御報告いたし

ます。農業委員１８人、推進委員１０人でございます。

よって、過半数に達しており、この会が成立しているこ

とを御報告いたします。それでは、会長代理よろしくお

願いします。 

曽我部会長代理    皆さん、こんにちは。今日は藤田会長が議会の予算委

員会に出席しているため私が代わって進行をさせていた

だきます。今朝方から久しぶりの雨ということで、報道

などを聞きますと１２月からこの１、２、３月非常に雨

が少なかった、毎年、２月、３月は雨が少ないのですが、

特に四国は香川県、徳島県、雨が少ない時に早明浦ダム

の吉野川のお水に頼っているのですけど、早明浦ダム辺

りも４０パーセントをきっている状態だった、徳島の那

珂川のダムも少なかったということで恵みの雨かなとそ

ういう感じがいたします。我々２４期の農業委員の任期

も半分を過ぎたところでございます。ちょうど、今日の

議題にもあるのですが、農水省の方から我々農業委員、
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推進委員に向けた活動の点検評価というようなものを厳

しく提出物やそういうようなものをしなさいというよう

なことがきております。この点は先日、会長の会があり

これも藤田会長が出席できず、私が代わりにウェブで参

加したのですけど、面倒くさいと言ったら我々の仕事な

のでいけないのですが、今日の説明を聞いて皆さんの意

見も聞かせていただいたらと思います。県下の１１の市

と９つの町ですね、それぞれの会長さん辺りからの意見

もそれぞれ出ていたのですけど、推進に我々が取り入れ

なければいけないのはわかるのですが、厳しいようなこ

とになっております。本日の総会は、ちょうどコロナの

関係で会議が終わったらここで終わりなのですけど、そ

の以前までは、この後一席を設けて皆さんとお酒の場で

懇親を図っておって、皆さんと親しくなりたいなという

ところがあるのですが、２４期ではそれができなかった

ということなのですが、また、その辺り落ち着きました

ら皆さんとゆっくりできていったらいいのかなというよ

うに思います。 

それでは、ただいまから第２２回新居浜市農業委員会

総会を開会いたします。 

本日の議事録署名委員でございますが、会議規則第１

９条の規定により、会長において土岐 若水委員と伊藤 

愼吾委員を指名いたします。両委員さんよろしくお願い

いたします。 

これより議案の審議に入ります。総会資料会次第をお

開きください。 

本日の議題は、議案が３件、報告事項及びその他とな

っております。 

曽我部会長代理     １ページを御覧ください。 

議案第１号「令和４年度新居浜市農業委員会活動計画

について」を議題に供します。 

事務局から議案の説明をお願いします。 
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藤田事務局長      議案第１号、令和４年度新居浜市農業委員会活動計画

について説明させていただきます。農業委員会等に関す

る法律第６条に規定する所掌事務に伴う、令和４年度新

居浜市農業委員会活動計画について、当会の決議を求め

ます。令和４年度新居浜市農業委員会活動計画について

説明させていただきます。令和４年３月７日の役員会で

の決議をもとに作成いたしました。 

総会資料２ページを御覧ください。 

まず、Ⅰ、活動方針でございます。日本の農業を取り

巻く環境は、農業従事者の高齢化、担い手不足、有害鳥

獣による農作物被害に伴う営農意欲の減退、荒廃農地又

は遊休農地の増加など、大変厳しい状況にあります。こ

のような状況の中で、農業委員会法施行５年経過を踏ま

え、農地利用最適化（担い手に対する農地の利用集積、

耕作放棄地の発生防止・解消対策、新規参入の促進）の

５年間の取り組みの継続と、具体的な成果の確保を目指

して、新段階への取り組みが強化されることになりまし

た。本市農業委員会は、農業委員会活動の見える化を図

り農地所有者等の意向把握等の活動を徹底し、関係機

関・団体等と一体となって地域の実情に応じた農地利用

最適化の成果を上げるよう積極的に活動します。 

次に、Ⅱ、具体的活動の内容でございますが、４つの

活動の柱を掲げております。 

まず、１の地域農業振興活動につきましては、農業委

員会活動事業として、所管業務の適正な推進、組織の再

編整備、そして農業者年金事業の円滑な推進や振興活動

でございます。３ページを御覧ください 

２の農用地利用調整活動につきましては、農用地利用

調整活動事業、農地の流動化促進、農地情報管理システ

ム整備事業でございます。 

次に、３の農業経営改善活動につきましては、農業後

継者組織支援事業及び認定農業者制度普及事業における
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改善活動でございます。 

最後に、４の農業委員会情報活動につきましては、農

業委員会情報宣伝事業及び全国農業新聞の普及拡大事業

等の情報活動でございます。以上、活動の項目のみを申

し上げ、事業の具体的な内容は省略させていただきまし

た。恐れ入りますが、事業内容につきましては、各委員

さんそれぞれでお目通しくださいますようお願いしま

す。次に、４ページを御覧ください。 

Ⅲ、「令和４年度活動の重点項目」でございますが、 

３つの項目を重点項目といたしております。 

まず、１農地法関係の適正な運用についてでございま

すが、優良農地の確保とその有効利用を図るため、農地

転用の業務や農地の権利移動について適正・的確な執行

に努めます。また、毎年１回の利用状況調査を関係機関

と連携して実施するとともに、４月、８月及び１月を活

動強化月間とし、地域の農地の実態把握と耕作放棄地の

発生防止・解消、無断転用の早期発見に努めます。また、

日頃からの地域の農地パトロールの実施に努め、地域内

での情報交換を行うとともに活動を実施した月日、場所、

相手方を具体的に記録します。活動記録簿に基づき、活

動成果や問題点について、総会において定期的に協議し、

１人当たり１年間に１筆以上を目標とし、農地の利用調

整活動を事務局と協力して取り組みます。 

次に、２の農政活動の推進につきましては、新居浜市

の直面している農政の諸問題について、調査、研究を行

い、関係機関と連携して新規就農者への支援や担い手の

確保・育成、耕作放棄地解消の具体的な活用方法、有害

鳥獣対策、地産地消の推進として、農産物直売所や学校

給食への新居浜産農産物の安定供給に積極的に関与し、

市長に対しての意見書の提出に結び付くよう努めます。 

また、人・農地プランの実現に向けて、今後の農地利

用を担う中心経営体への農地の集約化につながるよう取
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組みます。 

次に、３の景観形成作物取組み事業につきましては、

遊休農地解消対策の一環として、景観形成作物（ポピー・

コスモス等）の作付けを継続して市内３か所で行い、遊

休農地所有者等への啓発を行うとともに、園児等が自然

とふれあう場としての活用を図り、農地性の維持及び農

村と都市の景観保全に努めます。また、関係機関に働き

かけ、事業の拡大に努めます。 

以上で「令和４年度新居浜市農業委員会活動計画」の

説明を終わります。 

御審議よろしくお願いいたします。 

曽我部会長代理      ありがとうございました。議案第１号について質疑に

入ります。御意見、御質問はございませんか。例年とも

活動についての大きな違いはないのですけども何かござ

いませんか。 

                    （「なし」の声あり） 

曽我部会長代理      ないようですので、原案のとおり決定してよろしいで

しょうか。 

                    （「異議なし」の声あり） 

曽我部会長代理     御異議なしと認めます。よって、議案第１号「令和４

年度新居浜市農業委員会活動計画について」を原案のと

おり決定させていただきます。 ５ページを御覧くださ

い。 

議案第２号「令和３年度の目標及びその達成に向けた

活動の点検・評価と令和４年度最適化活動の目標の設定

等について」を議題に供します。 

事務局から議案の説明をお願いします。 

藤田事務局長      議案第２号、令和３年度の目標及びその達成に向けた

活動の点検・評価と令和４年度最適化活動の目標の設定

等について農業委員会等に関する法律第６条に規定する

所掌事務に伴う、令和３年度の目標及びその達成に向け

た活動の点検・評価と令和４年度最適化活動の目標の設
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定等について、当会の決議を求めます。この内容につい

て説明させていただきます。令和４年３月７日の役員会

での決議をもとに作成いたしました。 

総会資料６ページを御覧ください。 

令和３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・

評価については、令和３年３月１９日に開催しました第

２４期第９回総会において決定した令和３年度の目標及

び活動計画についての点検と評価となります。 

まず、Ⅰには、農業委員会の状況について記入してお

ります。 

次に７ページから１０ページをお目通しください。 

Ⅱが、担い手への農地の利用集積・集約化、Ⅲが、新

たに農業経営を営もうとする者の参入促進、Ⅳが、遊休

農地に関する措置に関する評価、Ⅴが、違反転用への適

正な対応となっております。 

内容としては、現状及び課題、令和３年度の目標及び

実績、目標の達成に向けた活動、目標及び活動に対する

評価になっております。 

続きまして、１１ページから１２ページをお目通しく

ださい。 

Ⅵの農地法等によりその権限に属された事務に関する

点検として、１が、農地法第３条に基づく許可事務、２

が、農地転用に関する事務、３が、農地所有適格法人か

らの報告への対応４が、情報の提供等になっております。 

続きまして、１３ページを御覧ください。 

Ⅶが、地域農業者等からの主な要望・意見及び対処内

容、Ⅷが、事務の実施状況の公表等について記入してお

ります。続きまして、１４ページを御覧ください。 

                ここからは、令和４年度最適化活動の目標の設定等と

なっております。令和４年２月２日付け農林水産省経営

局長通知「農業委員会による最適化活動の推進等につい

て」により作成しております。 
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            Ⅰは、農業委員会の状況でございます。 

次に、１５ページを御覧ください。 

Ⅱは、最適化活動の目標でございます。１最適化活動

の成果目標として、（１）から（３）の３つの項目がご

ざいます。まず、（１）農地の集積については、認定農

業者、認定新規就農者、基本構想水準到達者への農地の

集積目標でございます。新居浜市の基本構想で１０年後

に目指す集積率２４．６％から算出し、来年度の目標は、

新規集積面積１１．２２ヘクタールとなっております。 

次に、（２）遊休農地の解消については、今年度末の

遊休農地面積３０．３６ヘクタールの解消の取組みとな

っております。１６ページを御覧ください。（３）新規

参入の促進でございますが、農地の所有者から新規参入

者に対する貸付等を行うことについて同意を得た農地を

取りまとめて公表するものとなっていることから、※２

にあるように、過去３年度の権利移動面積の平均の１割

以上にあたる面積１．７ヘクタールを目標としておりま

す。 

次に、２最適化活動の活動目標でございます。（１）

から（３）の３つの項目がございます。委員さんの活動

についての目標になります。 

まず、（１）推進委員等が最適化活動を行う日数目標

でございますが、農業委員会全体として取り組む活動に

加え、日常の農作業のための圃場の行き来と併せて行う

「農地の見守り」や「農家への声かけ」等の活動も含め、

１月に行う１人当たりの活動日数を１０日としました。 

次に、（２）活動強化月間の設定目標ですが、農林水

産省経営局長通知により、活動強化月間として３月以上

を設定することを目標として設定するものとなっている

ため、年３回設定しております。最後に、（３）新規参

入相談会への参加目標ですが、農業委員会は、都道府県、

市町村等が実施する新規参入相談会に推進委員等が１名
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以上参加することを目標として設定するものとする。と

なっていることから、毎年実施している新居浜市営農推

進協議会による新規就農相談会に参加することとしてお

ります。 

今後の予定としましては、ただいま説明しました令和

３年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価と、

令和４年度最適化活動の目標の設定等を県知事へ報告す

るとともに、新居浜市ホームページにより公表すること

になります。 以上で提案説明を終わります。 

御審議よろしくお願いいたします。 

曽我部会長代理     ありがとうございました。議案第２号について質疑に

入ります。御意見、御質問はございませんか。 

                    （「なし」の声あり） 

曽我部会長代理      ないようですので、原案のとおり決定してよろしいで

しょうか。 

                    （「異議なし」の声あり） 

曽我部会長代理      御異議なしと認めます。よって、議案第２号「令和３

年度の目標及びその達成に向けた活動の点検・評価と令

和４年度最適化活動の目標の設定等について」を原案の

とおり決定させていただきます。 

      １７ページを御覧ください。 

議案第３号「農地法に定める下限面積（別段の面積）

の設定について」を議題に供します。 

事務局から議案の説明をお願いします。 

谷口農政係長      議案第３号農地法に定める下限面積（別段の面積）の

設定について 

農地法第３条第２項第５号の規定する所掌事務に伴

う、令和４年度下限面積（別段の面積）の設定について

当会の決議を求めます。 

総会資料１８ページを御覧ください。 

平成２１年１２月施行の改正農地法により、農業委員

会が下限面積の設定を行うこととなりました。 
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また、平成２２年１２月２２日付けで一部改正された

「農業委員会の適正な事務実施について」、下限面積は     

毎年見直しを行うよう通知がなされ、愛媛県からも毎年

見直すよう指示がありました。そこで今回、令和３年３

月１９日の第２４期第９回総会で制定いたしました下

限面積３０アールについて変更の必要がないか、下限面

積の判断基準法令や農地法施行規則第１７条に基づき

見直しを行うものでございます。        

総会資料１９ページを御覧ください。 

令和４年農地台帳による経営耕地面積に当てはめま

すと、経営耕地総面積が８万１，６９３アール、総農家

数が２，４１４戸、経営耕地面積の区分が２０アール未

満では３５．３％、２０アール以上から３０アール未満

では２１．７％、計５６．９％であることから、農地法

施行規則第１７条における概ね総数の１００分の４０

を下らないという内容に従い従来どおり下限面積は、令

和４年度も３０アールといたしたいと思います。 

以上で説明を終わります。 

御審議よろしくお願いいたします。 

曽我部会長代理     ありがとうございました。議案第３号について質疑に

入ります。御意見、御質問はございませんか。皆様も御

存じのとおり新居浜は零細農家が多いということで、５

７パーセント近い農家が３０アール以下ということで

新居浜市は毎年この設定をしなければならないという

ことで、３０アールという説明がありました。こういう

ことでよろしいですか。 

               （「なし」の声あり） 

曽我部会長代理      ないようですので、原案のとおり決定してよろしいで

しょうか。 

                      （「異議なし」の声あり） 

曽我部会長代理       御異議なしと認めます。よって、議案第３号「農地

法に定める下限面積（別段の面積）の設定について」
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を原案のとおり決定させていただきます。 

       続きまして、報告事項に入ります。 

２０ページを御覧ください。 

令和３年４月から令和４年３月までの業務について報

告します。 

まず、（１）会長報告、アの会議の出席状況につき

ましては、定例常設審議委員会が６月、７月、８月、

９月、１１月に、それぞれ東京第一ホテル松山で開催

され、藤田会長が出席し、農地法第４条、５条等の許

可事案に関する意見について審議しました。その他に

ついては、資料のとおりですので、お目通しください。 

次に、イの会議の内容につきましては、役員会を５

回開催しました。 

資料２１ページを御覧ください。（２）総会及び農

政関係の開催状況、２２ページから２３ページには、

（３）農地関係の開催状況を記載しておりますが、資

料のとおりですので、お目通しください。 

次に、２４ページのイの農地の権利移転・設定状況、

２５ページのウの農地の転用取扱状況につきましても

資料のとおりですので、お目通しください。 

次にエの農地等の贈与税及び相続税納税猶予に関す

る適格者証明状況につきましては、３件でした。 

次に、オの諸証明及び転用確認状況につきましては、

転用確認書交付証明４７件、農業用施設証明２２件、

その他諸証明３０件でした。 

カの和解仲介につきましては、該当ありませんでし

た。次に２６ページを御覧ください。（４）事務局報

告についても資料のとおりですので、お目通しくださ

い。以上で業務報告を終わります。 

ただいまの報告事項について質疑に入ります。 

               御意見、御質問はございませんか。はい、渡邊委員。 

渡邊委員        ２０ページのイの会議内容、第４回、付議事項で（１
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－１）についてというのがあるのですが、具体的にど

んな感じだったのですか。 

曽我部会長代理     （１－１）の（１－２）さんが来て説明をしてくださ

いました。非常に取り組み等を行なっていたのは知っ

ているのですが、話を聞いてみますと非常に熱心で前

向きに取り組んでおられたように思います。近辺の土

地も借入関係のような、前向きにやりたいというよう

な報告であったのかなと思います。 

藤田事務局長      補足でございますが、（１－１）農業経営の方にも

参入するという形で、以前から自習等で活用はされて

いたのですが、正式に農業経営の方に参入したいとい

うことでの聞き取りでございました。 

渡邊委員        分かりました。（１－１）に田んぼを貸している地

権者がですね、年明けに農地台帳調査で回ったときに、

（１－１）に貸しているのだけれども、利用権設定の

要望を出しているのに全然音沙汰がないので、農業委

員会から利用権の設定をちゃんとしてもらえるよう言

ってほしいと地権者からの要望がありました。また、

伝えておいてください。 

曽我部会長代理     新規ですかね。利用権設定ができてないということ

ですね。 

渡邊委員        今までは農業法人ではなかったからできなかったと

思うのですが、農業法人なのでできるとは思います。 

藤田事務局長      その辺も確認いたします。 

曽我部会長代理       他に御意見、御質問はございませんか。 

                      （「なし」の声あり） 

曽我部会長代理       ないようですので、次のその他に移らせていただき

ます。資料２７ページを御覧ください。農業者年金に

つきましては、令和３年度の目標数１名に対し、新規

加入は、おられませんでした。 

新居浜市の場合、専業農家で６０歳未満という条件

にあう対象者が少なく、新規加入者の獲得が非常に難
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しい状況ですが、委員の皆さんも地元での加入促進を

よろしくお願いいたします。この件につきましては私

も推進に行っております。新居浜も若い人が何名か農

業に携わっている方もおられますので、３名の方に推

進に行ったのですが、反応はラジオ等で皆さんもお聞

きしたと思うのですが、農業者年金についてⅭⅯを入

れております。問い合わせは農業委員会、また、ＪＡ

とか出ておりましたが、そういうのを聞いておりまし

て若い方もいいなというのは分かっているのですが、

やはり掛け金が、我々の世代は今、年金を貰うように

なって掛けていて良かったと思うのですが、僕も若い

時は全然年金というのに関しては、貰えるか、貰えな

いのか分からないものを掛けられるかという考えがあ

りました。そういう方が、多かったのかなと思います。

でも、農業を専業でやるにあたっては農業者年金とい

うのは非常に大事な物であるというようなことは我々

も分かっておるとこでございますので、皆さんも近く

で６０歳未満の農業に従事しておられる方がおいでま

したら農業委員会の方に情報を入れていただいたら、

説明には我々も行くように考えておりますのでその辺

りよろしくお願いいたします。 

以上、その他について、御意見、御質問はございま

せんか。 

                         （「なし」の声あり） 

曽我部会長代理        以上をもちまして、議案の審議がすべて終了いたし

ました。 

あと、事務局の方から御報告があります。 

谷口農政係長      本日お配りしている農地貸したい希望リスト、農地

借りたい希望リストの説明をします。各調査によるリ

ストになります。 

まず、Ⅰページ目からは、農地の所有者が窓口等で

農地についての相談や相続の届出をしたときに誰かに
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作ってほしいということで、申請されたものになりま

す。 

次に、５ページからは、昨年の年末から２月くらい

までかけて各委員さんに調査していただいた結果、貸

したいとなっていた農地になります。 

１５ページからは夏に行った農地パトロールの結果、

遊休農地となった農地の所有者へ実施した意向調査に

より、貸したいと希望があった農地になります。 

また、一番最後のページには、まだ経営農地を広げ

たい、借りたいという希望について掲載しています。 

貸したい希望の農地については、事務局に置いてい

る地図に色ぬりもしていますので、リストと併せて、

今後の活動の参考にしていただき、担い手への農地の

集積と遊休農地の解消に御協力いただきたいと思いま

す。以上です。 

曽我部会長代理     これをもちまして第２２回新居浜市農業委員会総会

を閉会いたします。御協力ありがとうございました。 

藤田事務局長            御起立ください。礼。ありがとうございました。 
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